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【平成２２年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 
（意見等） 

本研究では、次世代太陽電池への応用を目指し、「浮遊キャスト成長法」という新しい大型多結晶成

長法を提案し、目標として次の３項目、(1)浮遊キャスト成長法における成長機構と欠陥導入機構を明

らかにすること、(2)この方法により直径 30cm という大型多結晶に成長させること、(3)効率 20%の多

結晶太陽電池を試作すること、を設定している。この目標に沿って、順調に研究を進めてきており、(1)
については、成長のその場観察装置による実験、X 線回折装置による転位を始めとする欠陥導入の解析

を行い、成長および欠陥導入メカニズムを明らかにした。(2)の大型多結晶成長に関しては、目標の 30
cm 直径には達していないがそれに近い大きさの多結晶成長に成功している。また、(3)については目標

の 20%に近い 17.7%の効率を得ており、全体から見て、ほぼ最終目標に近い成果を得てきており、最

終的には期待どおりの成果が見込まれると考えられる。ただし、太陽電池の効率については、17.7%か

らの高効率化は極めて難しいと考えられるので、今後は目標値の達成に向けた研究に努力を傾注してい

ただきたい。 
 
【平成２３年度 検証結果】 
検証結果    本研究は、次世代太陽電池への応用を目指し、新結晶成長法「浮遊キャスト成長法」を

提案し、以下の３項目、 (1)浮遊キャスト成長法における成長機構と欠陥導入機構の解明、

(2)直径 30cm に近い大型結晶の形成、(3) 大きなウエハサイズ（15.6cm × 15.6cm）で

変換効率 20%の太陽電池の試作を目標として行われた。(1)及び(2)に関してはほぼ目標が

達成されている。特に Si 結晶成長機構の解明は高く評価できる。しかし、試作した太陽

電池の効率は 17.7%に留まった。今後は、本技術をブラッシュアップし、次世代太陽電

池への応用を進めてほしい。 
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